
あ　　と　　が　　き

リカ旅行の口的はコーネル大学（ニューヨーク州イサカ）とフィラデルフィヤのAmerL

call　Philosophical　Societyを会場にして行なわれた第10麟韮際科学史会議に臥lll席す

ることであった。｝ゴ傭者の中では，アンカラ大学のA．Sayili教授がThe　Obser－

vatory　in　lslani（1960）の著者として知られている。ついでながらインド天文学史に

ついてふれると，出席者の中ではカルカッタ大学のSen教授がこの閥題に多くの興昧

を持っているように見受けられた。出席者ではないが，Lucknow大学のK．S．　Shukla

がインド天文学の憲文献の校訂によい仕禦をされ，1957雑にStt1’ya　Sidd｝｝antaの梵文

に注釈をつけた書物を出版された。アメリカの学者でこの方面の権威者は知らないが，

ハーバーート大学にいる若いD．P主ngreeはサンスクリットに堪能であり，現在インド天

文学を研究しているということで，私も麿代に輸入されたインド天：文学について少しく

意兇を交す機会があった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1962，IX。3）（筆者は京大人文科学研究所教授）

あ　と　が　き

○　第9轡を贈る。本轡も予定ページ数をはるかにこえたが，新春への炭大のプレゼントとi室1負

　　する。岸本・山川両州には癬二斑な推考をもって7母所載の論文を完繕していただいたが，さ

　　らに恵谷氏の穿鋭な追號，吉酬氏のinventifな展開，藪内氏の鮮洌な展望に掴えて巻頭に

　　は足利会蔑の意欲飽な論文が剛重の響きをもって鳴る一学術誌としての本誌の声価はもは

　　や決定的となった観がある。それにしてもページ数趨過などのために加藤・岩本爾属には本

　　骨掲載の余地がなくなって恐縮の至りであるが，ことほどさように本誌は原稿が定時玉懇富に

　　必着し，編集部を感激させている。この上は会貴諸兄姉の心からのご支援，会貝増力riへのこ

　　脳力を切にお願いしたい。　4この文を見られる肉きはそれを保護してほしい”一郭代や中

　　棋ペルシアの帝王の劾文に晃かける句意だが，”この文”は”本誌”とも訳されうる語だ。

　　よってその藪まこの巻尾に録して云々という次第。

○　次轡は泌局予告のとおり中上戸茂九郎教授（本会冨応長）の僚奪退窟記念特集一｝・S一。編集部の

　　準備は着々すすんでいる。ご期待とご援助を乞う。

○　編集都現在の陣容では4会員消1謙”．も委曲を尽くしがたい。会誌諸兄姉のご動静一ご心労

　　の変動，海外ご出張，瀕・葡アジアに関連のある御著作等々，その都度ご滴息願いたい。

○　塞督も印鋼は引きつづき，あぼろん縫祉主俳藤裁夫既を煩わした。回してその労を謝したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔編集部記〕
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